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子どもの幸せな未来を創る 

家庭の役割 
校長 三原 洋一 

 夏の訪れを告げる祝日でもあるメモリアル

デーも終わり、これから始まる夏に向けてま

ちは活気づいてきました。令和６年度も早い

もので始まって２ヶ月が過ぎました。日本で

は、そろそろ梅雨入りですが、ここメリーラ

ンド州では過ごしやすい日が続いています。 
 そして、今日も、 
子どもたちは、元 
気に登校してきま 
す。笑顔の挨拶に 
「今日も頑張ろう」 
という思いが伝わ 
ってきます。 
これも、平日に、 
ご家庭で家庭学習をしっかりと支えていただ

き、土曜日も、気持ちよく学校へ送り出して

いただいているお陰だと、大変ありがたく思

っています。 
 本年度も、『共働学習』の意義が皆様に理

解され、充実してきているという手ごたえを

感じています。学校教育は学校だけで完結す

るものではなく、家庭との連携は欠かせませ

ん。学校教育と家庭教育が一体的に機能し、

子どもたちを育てていくことが重要になりま

す。 
 さて、以下に紹介するのは、ロサンゼルス 
  

出身で、ドロシー・ロー・ノルトという家庭

教育学者の『子どもが育つ魔法の言葉』とい

う本の冒頭にある「子は親の鑑」という詩で

す。（原文は、「children learn what they 
live」～子どもは彼らの生きる環境から学ぶ

～） 
「子は親の鑑」 
 

けなされて育つと、子どもは人をけなすようになる 

乱暴な家庭で育つと、子どもは乱暴になる 

不安な気持ちで育てると、子どもは不安になる 

「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、みじめな

気持ちになる 

子どもを馬鹿にすると、引っ込み思案な子になる 

親が他人を羨んでばかりいると、子どもは人を羨むように

なる 

叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」

と思ってしまう 

 

励ましてあげれば、子どもは自信を持つようになる 

広い心で接すれば、キレやすい子にはならない 

誉めてあげれば、子どもは明るい子に育つ 

愛してあげれば、子どもは人を愛することを学ぶ 

認めてあげれば、子どもは自分が好きになる 

見つめてあげれば、子どもは頑張り屋になる 

 

分かち合うことを教えれば、子どもは思いやりを学ぶ 

親が正直であれば、子どもは正直であることの大切さを

知る 

子どもに公平であれば、子どもは正義感のある子に育つ 

やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもはやさしい子に

育つ 

守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ 

和気あいあいとした家庭で育てば、子どもはこの世の中

はいいところだと思えるようになる 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あいにくの雨の下校となりました。 

 この詩は、スウェーデンの中学校の社会科

の教科書にも掲載されています。ドロシー博

士は、この詩について、「50 年代のアメリカ

では、子供を厳しく叱ることが親の役目だと

思われていました。子育てで大切なのは、子

供を導くことなのだと考える人はあまりいな

かったのです。子どもは親を手本にして育ち

ます。毎日の生活での親の姿こそが、子ども

に最も影響力をもつのです。そのことを、詩

で表現したかったのです。」と、語っていた

そうです。 
 この詩が書かれたのは 1954 年で、70 年

も前のことですが、Society 5.0 の社会の到

来を見据えた令和の時代にも心に響くすばら

しいメッセージだと思います。子どもたちの

幸せを願い、全ての子どもの笑顔が輝く未来

をつくるのは私たち大人の役割です。 
 子育てに関わる時期は、長いようで短いも

のです。単身赴任が長かった私自身も、振り

返れば子育て時代にはこうしておけばよかっ

たと反省することがたくさんあります。子育

て真っ最中の保護者の皆様には、後悔のない

ように、「children learn what they live（子

供は彼らの生きる環境から学ぶ）」というこ

とを意識して、繊細な目で子どもたちを見つ

め、その成長を促し、誉めて育てる家庭教育

を実践していただきたいと思います。 
 この詩の最後のフレーズ、「和気あいあい

とした家庭で育てば、子どもは、この世はい

いところだと思えるようになる」・・・心に

とめておきたい言葉です。 

永年勤続表彰 

      おめでとうございます！ 
 先週の放課後、管理運営委員会から、

本校の職員に対して永年勤続表彰をして

いただきました。 
 受賞された先生方の長年の子どもたちへ

のご尽力に心から感謝申し上げます。 
5 年勤続；キャンベル悦子 様 

     小林 良久 様 

     ライト 光 様 

     金 吉子 様 

10年勤続；小野口 典子 様 

     田中 美紀子 様 

     ウエスト さおり 様 

15年勤続；杉浦 若奈 様 

     堀 清美 様 

      山内 明美 様 

20年勤続；ドーシィ愛順 様 
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